
 

      

 

学科 普通科 学年・組 １年５組 日時 ６月８日 教室 ３２３ 使用教科書     高等学校 数学Ａ（数研出版） 
  
 単 元 組合せ 内容のまとまり 場合の数と確率 

単 
 

元 
 

の 
 

目 
 

標 

(1) 組合せの考え方を具体的な事象の考察を通して理解させ

それを求めることができるようにする。 

(2) 条件が付く組合せを、既知のものを利用して考察する

ことができ、その総数を求めることができるようにする。 

(3) 組合せの考え方を利用して、いろいろな場合の数を求

められることに興味・関心をもつようにする。その際、順

列の総数との関連にも着目できるようにする。 

指 

 

導 

 

計 

 

画 

第１節 場合の数 

１ 集合の要素の個数   ２時間 

２ 場合の数       ３時間 

３ 順列         ４時間 

４ 組合せ        ５時間 

         （本時は５時間目） 

第２節 場合の数と確率  ２０時間   

単
元
の
評
価
規
準 

知 識 ・ 技 能 
組合せの総数を記号で表しそれを活用することができる。 

組合せの公式を利用することができる。 

思考・判断・表現 

既知である順列の総数をもとにして、組合せの総数を考察することができる。 

条件が付く組合せを、見方を変えたり別なものに対応させたりして、処理することがで
きる。 

主体的に学習に  
取 り 組 む 態 度  

順列と組合せの違いに興味・関心を持ち、問題解決に活用しようとしている。 

重複組合せについて理解し、その総数を、順列や組合せの考えを適切に用いて求めよ
うとしている。 

本時の指導 

 主題（教材）  重複組合せ 

 前時の課題  課題プリントを解いてくる。 

 教科書を読んでおく。 

本時 
の 
目標 

              
重複組合せについて理解し、その総数を求めることができるようにする。                           

 

評価 
規準 

重複組合せについて理解しその総数を順列や組合せの考えを適切に用いて求めようとしている。 
また、公式を利用して、重複組合せの総数を求めようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

 

 

 

指 

 

 

 

導 

 

 

 

過 

 

 

 

程 

 

 

 

 

学 習 活 動 時間 指導上の留意事項 評価方法、資料等 

導 
 
入 

前時の復習をする。 

 ・道順の総数を求める。 

 ・同じものを含む順列の総数を求める。 

５ 
(分) 

・板書させておく。 
・重複組合せとの関連の
ヒントとなるように解
説する。 

・課題プリント 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

１ 重複組合せについて、考える 

２ 例１を考える 

 ・3個の文字ａ,ｂ,ｃから重複を許して
7個取る組合せの総数を求める。 

３ 練習１を解く。   

 ・4個の文字ａ,ｂ,ｃ,ｄから重複を許
して7個取る組合せの総数を求めよ。 

 ・(ａ＋ｂ＋ｃ)６の展開式の異なる項の
数を求めよ。 

４ 例３を考える。 

 ・ｘ＋ｙ＋ｚ＝８を満たす負でない整
数ｘ,ｙ,ｚの組の個数を求める。 

５ 練習２を解く。 

 ・ｘ＋ｙ＋ｚ＝10を満たす負でない整
数ｘ,ｙ,ｚの組の個数を求める。 

６ 練習２で、負でない整数を自然数に変
えたときの問題を解く。 

５ 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
８ 
 
 
８ 

・具体例を通して考えさせ
る。 

・重複組合せの総数と同じ
ものを含む順列の総数
が同じものになってい
ることに気付かせる。 

 

 

 

・重複組合せの問題として
考えさせる。 

 
 
 
 
・練習２を発展させて考
えさせる。 

・一台端末 
 
【評価方法(主体的に
学習に取り組む態
度)】 

○発言の態度や内容 
 
 
 

整 
理 

１ 本時のまとめをする。 

２ 次時の予告をする。 

５ ・公式を再確認させる。  

備
考 
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